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体育大会各組の「結団式」を（９

月８日：白組、９月９日：赤組）行

いました。応援団長、副団長、団員

がみんなへの挨拶・自己紹介、その

後応援の仕方について説明をしまし

た。 

新型コロナウィルス感染予防の

ために応援練習も今までとちがった方法で行いますが、６年生が知恵を絞り、各組のために頑張っています。

ご家庭での励まし、応援をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（一部抜粋 

 オリンピックでは、様々な選手ががんばりました。スケートボードでは、中学生が大活躍し、メダルも

とりましたね。日本は金メダル２７個、銀メダル１４個、銅メダル１７個を獲得し、これまでの最高記録

となりました。すばらしい結果でした。 

 パラリンピックでは、水泳運動機能障害 S4クラス 100M自由形で、鈴木選手が金メダルをとりました。 

神埼市にある西九州大学出身の車いすテニス 大谷選手の活躍もありました。とてもすばらしいことで

赤組 白組

団長 ６年　畑山　夏海斗 ６年　森﨑　士道

６年　田口　結彩　 ６年　亀飼　蓮

６年　吉村　悠奈 ６年　髙尾　柚凜

太鼓 ６年　寺﨑　柊真 ６年　内藤　らも

リーダー ６年　緒方　瑠已 ６年　熊澤　杏南

６年　大野　夏芽 ６年　小柳　慶剛

６年　鴨川　暁斗　 ６年　田中　愛姫

６年　田口　芽依 ６年　田中　滉大

６年　野中　琥太郎 ６年　鶴　心大朗

５年　岸川　來桜 ５年　江越　朔輝

５年　髙尾　琴美 ５年　田中　柊翔

５年　田中　悠椰 ５年　藤戸　士道

５年　永渕　智翠 ５年　𠮷永　健佑

副団長
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す。いい結果をとった人がたくさんいますが、そうでない人

もたくさんいます。１番をとれなかった人、メダルをとれな

かった人はダメだったのかと。勝てなかった人、オリンピッ

クやパラリンピックに出られなかった人はダメなのでしょう

か。そんなことはありませんよね。 

東京オリンピック、パラリンピックから考えたことがあり

ます。それは「勝つことよりも大事なことがある」というこ

とです。私が考えた「勝つことよりも大事なこと」とは、「努

力」、「協力」、そして「感謝」です。 

 それではそのひとつめの「努力」について考えてみます。オリ

ンピックやパラリンピックに出た人も、出られなかった人も、目

標に向かってがんばってきました。辛抱してきました。結果とし

て、勝てなかった、オリンピックやパラリンピックに出られなか

ったとしても、その努力は無駄になってはいません。そこには大

きな成長があるのです。辛抱して努力し続けることの大切さを学

びました。車いすバスケットボールの選手は困難にも負けず、苦

しい練習に耐えて、試合に臨みました。努力があったからこそ、

パラリンピックに出て、すばらしい試合をすることができたので

す。太宰府市の道下選手は、前回大会銀メダルの悔しさを胸に努

力を続け、見事金メダルを取ることができました。 

次は「協力」です。一人ではできないことも、みんなと協力すれ

ば、助け合えば、できるようになっていくのです。水泳の池江選

手は白血病という重い病気にかかってしまい、長い間水泳ができ

ませんでした。しかし、治療をして、仲間と励まし合い、協力し

ながら練習に励んで、リレーでオリンピックに出ることができま

した。ライバルである海外の選手も池江選手を支えてくれていま

した。勝つことはできませんでしたが、協力することの大切さを教えてくれました。 

そして、「感謝」です。努力を続けられたのは協力があったからです。そして他の人の助けがあったから

です。だからこそ、応援してくれた人、協力してくれた人、支えてくれた人に感謝をするのです。ありが

とうを言うことが大切です。男子体操の個人総合と鉄棒で金メダルを取った橋本選手がいる体操の選手た

ちは、協力して一緒にがんばった仲間に感謝の気持ちを伝えるだけでなく、「運営スタッフの皆様ありが

とう。体操競技日本選手団一同。」という横断幕を掲げ、感謝を示していましたよね。また、甲子園の高

校野球でもこんなこともありました。決勝に進んだ智弁学園の一人の外野手が守備につくときに、グラン

ドやスタンドに向かって深々とお辞儀をしていたのです。野球をさせてもらっている全ての人に対しての

感謝の気持ち、ありがとうの気持ちを表しているのだと感じました。 

「努力」「協力」「感謝」が大事だということを東京オリンピック、パラリンピック、高校野球から学び

ました。今月末は運動会です。「努力」「協力」「感謝」の気持ちを忘れず、がんばっていきましょう。 

 


